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初めての村内一斉
　　　大規模防災訓練
初めての村内一斉
　　　大規模防災訓練

　瀬賀百花さん（下関・開志国際高１年）が、

長崎県で開催された第69回国民体育大会ゴル

フ競技女子の部の新潟県代表として出場し、

団体戦で見事５位に入賞しました。

　今年の国体女子ゴルフは、10月13日から

喜々津カントリー倶楽部（諫早市）で開催。

台風の影響で１日競技となりましたが、瀬賀

さんは個人順位でも14位タイに入る活躍で新

潟県チームの入賞に大きく貢献しました。

　瀬賀さんは「２回目の出場だったので、昨

年より少し落ち着いてプレーできました。個

人・団体ともに、もう少し上位へ行きたかっ

たので悔しいです。来年の和歌山国体ではさ

らに上位に行けるよう頑張りますので、応援

よろしくお願いします」と、すでに来年の和

歌山国体を見据えていました。

　このたび、大石ダム湖畔県民休養地に遊具が新

設され、オープニングセレモニーが行われました。

設置された遊具は、高さ約2.5㍍、幅約15㍍ある

子ども向けのクライミングウォール「クリフクラ

イマー」と、高さ約5.5㍍あり、ロープを使って

頂上を目指す「ロープアドベンチャー」のふたつ。

いずれも海外製で、約1500万円かけ村が設置し

ました。

　実際に遊具で遊んだ高橋玲那ちゃん（金俣）は

「うまく上ることが出来て楽しく遊べました。お

家の人やお友達とまた来たい」と喜んでいました。

　新設された遊具は対象が６歳以上。ただし、保

護者同伴の場合は６歳以下でも利用可能となって

いますので、ぜひ、ご家族でお越しください。

長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体

ゴ
ル
フ
女
子
団
体
で

　
　
　
　
　

５
位
入
賞

　
10
月
19
日
、
関
川
中
学
校
を
会

場
に
村
内
一
斉
の
避
難
訓
練
・
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
、
村
民
や
村
消

防
団
、
自
衛
隊
、
消
防
署
員
な
ど

約
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
村
内
一
斉
の
防
災
訓
練
は
初
め

て
の
試
み
。
避
難
訓
練
で
は
、
集

中
豪
雨
に
よ
る
内
水
氾
濫
の
危
険

性
が
高
ま
っ
た
と
し
て
、
水
害
を

想
定
し
た
訓
練
が
行
わ
れ
、
避
難

勧
告
発
令
後
、
下
関
・
上
関
地
区

の
住
民
を
中
心
に
約
３
０
０
人
が

関
川
中
学
校
体
育
館
へ
避
難
し
ま

し
た
。

　
避
難
訓
練
終
了
後
に
は
、
防
災

訓
練
を
実
施
。
図
上
訓
練
や
災
害

体
験
者
談
話
、
救
命
法
講
習
な
ど

の
ほ
か
、
自
衛
隊
と
村
消
防
団
に

よ
る
合
同
訓
練
、
村
食
生
活
改
善

推
進
員
と
自
衛
隊
に
よ
る
炊
き
出

し
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
図
上
訓
練
で
は
、
村
内
全
集
落

を
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
村

の
防
災
士
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

図
面
上
に
各
地
区
の
危
険
箇
所
や

避
難
経
路
、
避
難
場
所
な
ど
を
記

載
。
訓
練
に
参
加
し
た
小
島
登
さ

ん
︵
下
関
︶
は
﹁
実
際
に
図
面
に

書
き
込
ん
で
み
て
、
改
め
て
認
識

を
深
め
た
。
役
員
だ
け
で
な
く
地

区
み
ん
な
の
理
解
が
必
要
な
の
で
、

集
落
単
位
で
訓
練
し
て
い
か
な
け

れ
ば
。
と
て
も
有
意
義
な
時
間
だ

っ
た
﹂
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

防災意識を高めよう！

初めての村内一斉
　　　大規模防災訓練

▲図上訓練の様子。図面上に地区内の危険箇所などを

　書き込む参加者たち

大石ダム湖畔県民休養地に
おもしろ遊具を新設！

▲テープカット式には下関保育園児が参加



関川中学校の健康教育について関川中学校の健康教育について
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学校 お知らせからのからの

今月は関川中学校からの紹介

【性教育】

 １年＝思春期の身体（お互いの性について考える)

 ２年＝異性とのかかわり（男女交際を考える)

 ３年＝思春期を大切に過ごすために

（14歳の生と性)

　関川中学校では、上記のように発達段階を踏まえ

て、生徒に指導を行っています。10月９日には、

３年生を対象に思春期保健相談士である酒井由美子

様を迎え、「思春期における性教育講演会」を行い

ました。

◎生徒の感想

・「今日の講演会で、改めて僕は思春期の真っただ

中だということを実感しました。性について関心が

あったのでいろいろ知れて良かったです」

・「今まで深く考えたことがない『性』のことが、

今日の講演会で今までの考えを改めようと思いまし

た。『性』を軽く考えていました。これからは軽く

考えたりせず、慎重に物事を判断していきたいです」

など、自分なりに深く考えることができたようです。

【薬物乱用】

　ニュースで、違法な薬物を摂取し、運転事故等を

起こした報道が続いています。このような社会情勢

に即応するために、文科省からも薬物乱用防止教室

を最低年１回は開催することと指導を受けています。

今年も「薬物乱用防止教育講演会」を、11月12日

に３年生を対象に行います。赤塚将生学校薬剤師さ

んを招き、薬物を摂取することの危険性をお話して

いただきます。

【学校保健委員会】

　学校・家庭・地域社会が連携して、学校における

生徒の健康問題を協議し、生徒のさらなる健康の保

持増進を図るために設置しています。

　昨年は、「毎日朝食を摂ってもらうための取組」

をテーマに協議しました。今年は「県内肥満児童生

徒率ワースト１を受けて、村・家庭・学校が取り組

むこと」と題して、村の保健師さん、管理栄養士さ

ん等にも加わっていただき、協議する予定です。

関川中学校の健康教育について

　平成16年度に本県をはじめ、日本海側を中心

とする原因不明の急性脳症事例が多発しました。

当初、発症者は腎機能低下の状態を有し、スギヒ

ラタケの摂取があるとされていましたが、その後

の調査で腎機能障害の有無が不明である事案が確

認されたことを受け、厚生労働省において、腎機

能障害の有無に関わらずスギヒラタケの摂取を控

えるよう通知しているところです。

　県では、平成21年10月にも因果関係は不明で

すが、スギヒラタケの摂取歴のあった急性脳症の

疑い患者が発生しています。

　未だ原因の解明に至っていない状況で、その因

果関係が否定できないことから、スギヒラタケの

摂取を控えましょう。

【問い合わせ先】　

　　新潟県健康対策課　☎025−280−5200

スギヒラタケの摂取を控えましょう


